
　植栽２年目は、樹の骨格を形成する重要な時期であり、初
期生長がよければ成木相　に早く到達することになります。　
　ヤマブドウ県オリジナル品種「涼実紫」は標準で植栽後３
年目から結実します。生長のよい園地では植栽後２年で結果
樹齢に達することもありますが、花芽の着生が確認されても
伸長生長を促進することを目標とし、以下に留意して栽培管
理を行いましょう。
①薬剤散布や下刈りを適期に実施する
②葉量を確保するため、摘心や夏期剪定はしない
③花芽が着生したとしても、樹冠拡大を優先させる

（注）

ヤマブドウ植栽２年目の栽培目標

葉芽（幼葉だけ展開する） 花芽（花蕾が着生する）

１　はじめに
　ヤマブドウ涼実紫は標準で植栽後
３年目で結実しますが、現地適応化
栽培試験では植栽後２年目で結実し
た園地もありました。そこで、平成
16年に植栽した涼実紫で生長のよか
った園地では結果樹齢に達すること
も予想されますが、植栽２年目では
樹勢を保ち伸長生長を促進させるこ
とを栽培の目標としましょう。

２　栽培管理
　２年目の栽培管理では、健全に育
成するために下刈りや薬剤散布を適
期に実施しましょう。また、葉量を
確保するために摘心や夏期剪定は実
施しません。

３　花芽の着生について
　ヤマブドウは４月下旬には幼葉が
展開してきます。結果樹齢に達して
いなければ葉芽が着生し、達してい
れば花芽が着生します。
　花芽が着生した場合でも、結実さ
せながら樹冠を拡大することを目的
とするので、着果量確保よりも樹冠
拡大を優先させるため、摘心や夏期
剪定は実施しません。また、結実す
ることが予想されるので、果実に被
害を与える病虫害に注意しましょう。　

注：成木相
　　その樹の果実生産能力が最高水準まで
　　樹冠が拡大した段階。涼実紫の標準的
　　な栽培では５年目に成木相に達する。
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